
 

事業計画書・収支計画書 概要版（議会説明用・公表情報） 

 

施設名 新潟市會津八一記念館  

団体名 公益財団法人會津八一記念館 

１ 経営理念，経営方針等 事業理念，経営方針 

書・短歌・美術研究さらには教育と、多方面で足跡を残した會津八一の作品・遺品等の収集・保管、調査・研究と展示により、文学・芸術における會津八一の業績を顕彰し後

学の研究と鑑賞に供することによって市民文化の向上を目指す。また文化的遺産に対する誇りの上に立った新潟市の豊かな文化的土壌を発信する。作品展示以外では、講演会や

出前講座、写真コンテストといった異分野との融合事業で、書や短歌愛好家以外にもファンを広げる。 

 

２ 施設の管理運営 

 

 

 

（１）実施方針 

入居ビルの規則に従い、全体を管理する新潟日報キャリアコムのメディアシップ管理運営センターの指導・アドバイスで管理（清掃など）、空調点検、防犯・防災対策を実施。 

内容は空調設備機器保守点検・消防設備等法定点検・防火対象物・防災管理点検・空気環境測定等。 

（２）経費節減 

  定期的に刊行する出版物は、単価上昇を抑えながら発行部数を減らすことで総費用を節減しなおかつ在庫の増加を抑制する。収益を上げて自主財源に充てるため、扱い商品の

割引で販売増加を目指す。 

（３）サービス向上の取り組み 

  アンケートによる要望集約。駐車 1時間無料券サービス。簡易図録制作。記念品進呈 

（４）組織 

  議決機関として評議員会、理事会。日常業務は館長１（嘱託）－事務長１（嘱託）－学芸員２（正職員）－総務係１（嘱託）で。事業の方針を決める運営委員会。會津八一作

品の鑑定をする鑑定委員会、作品購入を審議する購入検討委員会。 

（５）人材育成 

＜学芸員＞美術館・博物館など上部団体の研修会に参加。出前講座の講師引き受け、ラジオ・テレビの出演機会を利用し、生の声で発信する力をつける。新聞への寄稿で文章

力を磨く。学術誌等への寄稿も奨励。 

＜総務係＞財務管理等の講習会参加。税理士の指導で会計上の課題を認識・把握。受付も兼ね、窓口での来客対応力強化。 

（６）評価システムと反映 

１・月別観覧者数をグラフ表示し、推移を前年・前前年と比較。企画内容を振り返り、課題や反省点共有して今後の展示に生かす。 

２・観覧者アンケートの実施（展示内容、オリジナル商品の品ぞろえ）の意見要望を展示に生かす。 

３・税理士による会計監査で予算の執行状態（超過の有無等）や、収益状況について指導を受ける。 

 

  



 

３ 事業計画 （１）方針 

名誉市民・會津八一とその作品の価値を、市民一人一人が郷土の誇り・財産とすることができるように、新しい切り口によって見せていく。もって新潟市が豊かな文化的土壌

の上にあることを発信し、市民文化の向上に資する。 

（２）内容 

＜展示＞年 4回開く。＜講演会＞開催中の展示に関連したテーマで開く。＜体験講座＞展示に関連した内容で実施。絵手紙や拓本など。 

＜出前講座＞一般市民、小中学生対象＜普及活動＞関連書籍の刊行・販売。 

＜鑑定会＞市中の會津八一作品に証明を与え、複製品などの出回りを防いで作品の価値の維持を図る。 

＜写真コンテスト＞写真愛好家への普及・浸透。 

（３）観覧者増加 

学校に修学旅行先の選定に絡めて記念館見学を勧誘する文書を送付する。春の「巡検」勧誘と、出前講座の依頼を呼びかける。 

展覧会や講演会、講座や写真コンテストなど催事の広報告知・募集は新聞、テレビを利用し、記事やＣＭを展開する。 

（４）目標 

入館目標人数は、特別展は 2500人、企画展（3回）は合わせて 4500人とする。年間 7000人ラインをキープしたい。学校団体見学者数は 500人（29年度 437人、28年度 408

人）。 

４ 社会・地域貢献 大学生の博物館実習受け入れで、その方面に関する知識を持った人材育成の一端を担う。 

６ 男女共同参画の取り組み 育児とそれにかかわる事情の発生したときは有給休暇や半日休の取得、あるいは早退、出勤時刻の繰り下げなどで対応。 

７ 収支計画 

（指定管理期間合計額） 

 

収入 

・指定管理料     223,807 千円 

・基本財産運用益    16,660 千円 

・自主事業収入     20 ,000 千円 

    合計     260,467 千円 

支出 

・人件費        138,167 千円 

・事業費         24,405 千円 

・施設運営費     56,000 千円 

・施設維持費     5,235 千円 

・自主事業      23,300 千円 

合計        256,007 千円 

 


